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石川県の氷室（雪室）の調査リスト
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Abstracts

A List of "Himuro"s (snow cellars), which were used in Ishikawa prefecture, is presented.

This list was made by checking the description of related district documents and researches of

field works in Ishikawa. It is shown in the list about the name of the "Himuro" and the location,

size, the use time, the present situation, the purpose of use. The number of "Himuro"s ridden in

the list is 63.

キーワード：氷室，雪室，貯蔵雪氷，雪氷利用，雪氷冷熱エネルギー資源

１．はじめに

冬期間に採取した氷を貯蔵し，夏の時期に冷却材として利用することは中国の周や秦の王朝

をはじめとして世界各地で古くから行われてきた1）。日本でも，長屋王の木簡2）から明らかな

ように，奈良時代には氷室と呼ばれる氷の貯蔵施設を用いた氷利用がすでに行われている3）。

冬期間に多量の積雪がある北陸地方では，氷の代わりに雪を貯蔵し夏に利用することが江戸時

代には行われてきた4）。

石川県でも，冬期の雪を貯蔵するための施設として，江戸時代の金沢城の氷室4）や，明治大

正期の金沢や大聖寺近辺に多数の氷室（雪室）が営まれたことが知られている5,6）。これらの

貯蔵雪の夏場の有り様は，風物詩として金沢の氷室の日の「雪の氷」「白山氷」「がばり」の言

葉として，たとえば大正９年の泉鏡花の「寸情風土記」や「石川縣河北郡誌」に引用された新
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聞記事，井上雪「金沢の風習」などに活写されている7-9）。また，鮮魚の冷蔵や医療用の熱冷

ましへの貯蔵雪の利用は，明治以降の庶民にとって身近なものであった6,10,11）。しかし，大正

期以降の人造氷の普及にともなって，採取貯蔵雪氷は徐々に利用されなくなり，これらの貯雪

施設としての氷室（雪室）も昭和30年代には営まれなくなった。金沢の湯涌温泉観光協会によ

る昭和62年からの復元氷室（図１（a）（b））の運用例を除けば，氷室（雪室）の様子を知る

ことが困難となっている。

さて，北陸地方に冬期間に降り積もる多量の雪は，水資源や観光資源としての重要性が認識

されてきたのではあるが，さらに近年は新しい観点から雪氷冷熱エネルギー資源12）としても

注目されつつある。これは，かつて先人たちが貯蔵雪として利用してきた延長線上に位置づけ

られる事でもある。過去の氷室（雪室）の運営と貯蔵雪氷の利用の実態を確認することは，石

川県の資源としての雪氷を検討する上で，大変参考になると考えられる。たとえば，先人たち

がささやかな道具や労力で苦労しながらも雪氷利用に成功していた氷室（雪室）の存在は，雪

氷利用の適地である可能性が高いので，これらの石川県における分布は資源としての雪氷を考

える上で意味ある情報を示すものと思われる。

金沢旧市街地域に営まれた氷室の調査は，関係者への聞き取りを行って示された北島俊朗氏

の「金沢の氷室」（昭和57年（1982））10）があり，また，池上佳芳里氏の北陸地方全般の市町

村史や資料調査，聞き取り等によって示された「北陸地方における雪室の分布とその盛衰」

（平成11年（1999））11）がある。また，近年の著者らによる石川県の氷室（雪室）の実態の調

査も行われてきた4-6）。

本小論では，先行論文の調査結果を踏まえて，現時点で確認できる資料や聞き取り調査実施

の結果を付加整理し，石川県の氷室（雪室）の痕跡を調査リストの形で示すことにある。

２．氷室（雪室）の調査リストについて

本リストに整理した氷室（雪室）は，古文書や市町村史，研究論文等の文献で確認できるも

の，および聞き取り調査などで得られたものをできるだけ載せた。可能ならば，場所の確認や

現地調査を行った。石川県で盛んに氷室（雪室）が営まれたのは今から80年以前のことなので，

場所や様子を特定することは困難であった。また，確認がとりにくい情報も氷室（雪室）のあ
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図１ 湯涌温泉の復元氷室。（a）初代復元氷室（昭和62年-平成14年，玉泉湖畔：金沢24），（b）二代目復
元氷室（平成15年－，薬師寺境内：金沢25）。

（a） （b）
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った可能性を排除できないので，リストに載せてある。リストには，氷室（雪室）の名称，位

置と規模，利用時期，現状および利用目的等の判明している情報を整理して載せた（表１）。

３．リストに掲載した各氷室（雪室）の解説

３－１　金沢地区（金沢近郊を含む）

＜金沢旧市街地域＞　藩政期の金沢城の玉泉院丸に元禄５年（1692）以降氷室が営まれてい

たことが確認できる13-15）。この氷室（金沢１）は，戸室石で築かれた２間４間の穴蔵で，藩主

の氷室の日の儀式用の雪氷を貯蔵するために用いられた。清浄な雪を木箱に詰めて，氷室に設

置し，まわりを雪で覆って貯蔵したとされる。玉泉院丸には泉水のある庭園があり，庭園の世

話をする手木足軽が氷室の管理をしていたという。現在，金沢城玉泉院丸は，公園整備のため

の発掘調査が行われており，戸室石造りの穴蔵であるこの氷室の地下遺構は残存している可能

性が高いので，構造等の判明することが期待される。

金沢城における雪氷利用に関しては，1692年以前では，前田利家の金沢城入城の天正12年

（1584）に遡って犀川上流の倉谷四ヵ村から氷室の日の祝いの氷を運んできていたという15）。

1692年以後でも金沢城の氷室の氷が融けてしまった時には倉谷から運ばせているので，倉谷に

は貯蔵雪があったことになる。もちろん倉谷は犀川上流の山奥なので，山陰の残雪が豊富でそ

れを求めに応じて運んだ可能性が高い。しかし，1600年代の倉谷は金銀鉱山が営まれ，最盛期

には寺社遊郭もある400戸の大集落であった16）というので，氷室のような手間をかけた貯雪施

設があった可能性も残る。

金沢城の二の丸に氷室（金沢２）があったという大正期の伝聞がある17）。金沢城二の丸では

由来不明の穴蔵も発掘されている18）。しかし，藩政期の文献に二の丸の氷室の言及は確認され

ていない上に，宏大な二の丸は御殿の何度もの焼失や明治以降の軍隊や大学の施設建設等で攪

乱されていて，発掘等で確認することは望めないようである。

金沢城に隣接する兼六園の山崎山の「山背ニ土窖ヲ作リ」氷室（金沢４）として用い，藩侯

に供したという話が，明治27年の「兼六公園誌」19）に記載されている。この兼六園の氷室は，

山崎山のそばの外総構堀の痕跡が池となっている場所を比定して，「氷室跡池」と地図などに

記載されたりする。兼六園管理事務所長であった下村稔氏によると20），「兼六園の氷室跡（金

沢５）は，明治以降から昭和の半ばに庶民の氷室として使われたために，現在のような表示に

なった」とし，藩政期の絵図21）（1839）ではその場所は谷となっているだけなので，藩政期に

営まれた氷室があったかどうかについては疑義を表明されている。ところで，明治31年の「兼

六公園之略景」をはじめとして多くの案内図や解説書に山崎山の麓に「貯雪窖趾」「氷室址」

などの文字が認められる22-26）。「趾」や「址」との表記は，下村氏のいう明治期以降に営まれ

たとされる氷室とは異なる藩政期の「氷室跡」を示している可能性がある。長山直治氏の「兼

六園を読み解くその歴史と利用」27）によると，兼六園は当初十二代藩主斉広による文政５年

（1822）造営の竹沢御殿の庭に対して称され，十三代藩主斉泰による竹沢御殿破却と庭園とし

ての増改築後の万延元年（1860）ごろに蓮池庭と一体化されて現在の庭園の規模になったとさ

れる。加賀藩では伝統的に氷室を管理していたのが露地（庭園）担当の手木足軽であった13）

竹井　巖，神田健三，小川弘司6
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ので，竹沢御殿の庭園としての兼六園を世話するために足軽が玉泉院丸から移って来ていたと

すれば，藩政期に兼六園の山崎山の「山背」に氷室が営まれていた可能性は高くなる。ここで

は，兼六園の氷室は，明治期以降に営まれた山崎山そばの総構堀跡の池を用いたもの（文献等

では必ずしも確認できないのだが）と，藩政期末に山崎山の「山背ニ土窖ヲ作」って営まれた

別物の氷室とが存在した可能性があることを指摘するため，リストに掲載した。

さて，石川県統計書から抽出した明治大正期の金沢旧市街地域の氷雪営業における雪貯蔵の

登録業者は，大正10年から12年に最盛期の15件を数える5）。北島氏の「金沢の氷室」10）でリス

トに記載されている明治大正昭和期の氷室（金沢６－20）＝（北島１－15）は，小立野台地に

11，卯辰山山系に１，寺町台地に４の計15カ所である。もちろん氷室の所在地と所有者の登録

業者の所在地とが所轄警察署の担当領域において一致しているとは限らないし，一業者が複数

の氷室を所有する例もあるので，必ずしも雪貯蔵の登録業者数と氷室の数に対応関係があるわ

けではない。しかし，登録業者数はその地域の氷室（雪室）の数の規模を反映しているものと

考えられるので，以下参考のために雪貯蔵の登録業者数を記載してある。

これらの氷室は，大都市金沢の魚市場，料亭の冷蔵用や病院の医療研究用等の貯蔵雪氷の需

要に合わせて，台地上に設置された規模の大きな土坑であることが特徴である。現況は，小立

野台地のほとんどは宅地になっていて，痕跡を確認できない。尾山神社南側の氷室跡のみ，所

在地跡に碑が建てられている。卯辰山山系の小坂神社前や，寺町台地の寺院の境内にあったと

される氷室も，北島氏の調査時点で不詳となっている。

近江町市場には，藩政期に「近江町の穴」（金沢３）と呼ばれる藩の魚鳥を貯蔵した施設が

あった28）。これは貯蔵雪を利用したものと考えられている29）。また大正期には，市場内に魚を

貯蔵した「空井戸」（金沢21）10）や魚問屋の「冷蔵用の穴蔵」（金沢22）29）が貯蔵雪を利用し

ていた。夏期には小立野10）や森本5）の氷室から雪を搬入して使用していたようだが，尾張町

などの近隣から冬期の積雪を運び入れて29）貯雪していたようでもあるので，これらも一種の

氷室（雪室）と言える。現在では痕跡を確認できない。
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図２　（a）月浦町氷室（金沢23，N36°36′8″E136°42′9″）および（b）片山津氷室（雪穴）（加賀10，
N36°20′33″E136°21′55″）の測量図。どちらも丘陵の谷筋に設けられた氷室で，穴を掘り，谷下側
に堤を設けている。堤の一部を切り下げ，出入り口にしていた。使用時期は大正昭和初期。



＜旧河北郡地域＞　石川県統計書によると津幡･旧河北郡では，大正11年で登録雪貯蔵業者

が最盛期の45件となっている5）。これらの貯蔵業者の所有したと考えられる氷室のひとつが，金

沢市の北部の北陸道森本インターそばの山林に，月浦町氷室跡（金沢23）として確認できる5）。

この氷室の現況は竹林に位置し，10ｍ×5ｍ×3ｍの長方形の素堀りの穴が良好な状態で残存し

ている（図２（a））。丘陵の谷筋に穴を掘り，谷下側に堤を築いたもので，堤の一部が出入り

口として低くなっている。まわりから雪を集めて穴に落とし込み，屋根掛けして使用したもの

と考えられる。この氷室は大正昭和初期に営まれた氷室で，その貯蔵雪は９ｋｍ離れた金沢の

近江町市場にリヤカーで運搬され納入されていた。谷筋に設けられ，堤の一部を出入り口にし

ている点や，鮮魚の冷蔵材としての用途で営まれた点など，大正昭和期の氷室の１つの典型と

して重要である。

現在のかほく市にある旧河北郡高松町に氷室があったと2007年に情報が寄せられた。高松町

の中沼に以前住んでおられた竹田武氏の話によると30），昭和15年以前に漁師さん所有の砂丘上

（北新町）に営まれた氷室（かほく４）があったという。合掌屋根の藁造りで，オガクズを使

っていた。また，竹田氏に紹介していただいた同級生の丹羽修平氏の話では31），高松の六軒町

の氷室（｢雪小屋｣と呼んでいた：かほく５）を覚えておられた（昭和５，６年の記憶）。旅館

の持ち物で，冷蔵用途。切り妻屋根で，砂地に穴を掘って作った構造であった。現況は確認で

きなかった。

高松町の氷室に関しては，旧河北郡では養蚕の盛んな時期があり，蚕種の活動調整のために

貯蔵雪を利用していたことが，農商務省農政局の大正初期の「蚕業取締成績」32）という書類

の記載から窺える。ここでは，雪圍（ゆきかこい）の項目に石川県の宗廣雪圍蚕種貯蔵所（宗

廣文治，河北郡高松村字高松九番地，大正１，３年：かほく１），實力館蚕種冷蔵庫（森成次

郎，河北郡宇野気村宇野気，大正３，６年：かほく２），南雪圍蚕種貯蔵庫（南宇太郎，河北

郡高松村字高松オノ四三，大正６年：かほく３）が確認できる。雪圍はまわりを雪で囲んだ冷

蔵室（雪室），または貯雪室を併設した冷蔵室のことなので，氷室（雪室）の一種である。

＜白山市域＞　松任･旧石川郡では，大正５年で登録雪貯蔵業者が最盛期の５件となってい

る5）。白山市の松任地区に２カ所氷室（「雪の氷小屋」と呼ばれていた：白山１，２））があっ

たことが，松任市史に記載されている33）。「倉光，三浦などに石垣で囲いピラミッド型の屋根
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図３ 白山市白峰地区市ノ瀬の雪室（白山３，N36°6′52″E136°42′3″）（a）外観写真，（b）市ノ瀬雪室の
測量図。川原石をコンクリートで固めた構造。永井旅館が冷蔵用に自家使用した。使用時期は昭和
30年前後。



を葺いた「雪ノ氷小屋」があり，「いきのこおり」といって，毎年各地へ売りさばかれたが，

大正末から昭和初期にかけて姿を消していった」とある。富山県黒部市金谷の雪山34）のよう

に平野部の氷室であるので，穴を掘る構造ではなく，石垣で土台を作って雪を積み上げる雪山

のような構造だったと推測される。詳細は不明である。

白山市の山間地である白峰地区に，２カ所ほど氷室があったとの情報が得られた。１つ（白

山３）は，市ノ瀬の永井旅館が昭和30年前後に設けたもので，川原石を積み上げてコンクリー

トで補強した径４ｍ深さ３ｍの楕円柱状の穴蔵が，石川県白山自然保護センターの市ノ瀬ビジ

ターセンターの建物の河川敷側に現存している（図３（a）（b））。従業員だった山田秋さんの

話では35），雪室と呼んでいたという。永井旅館で使う料理の冷蔵用に用いていたが，金沢や鶴

来に魚を買い出しに行くときには，トラックに冷蔵庫を積み，その冷蔵材として用いた。もう

１カ所（白山４）は，白峰の白山市白峰支所の付近の崖地にあったもので，北野魚店の所有で

あったという。昭和20年代に営まれた。現在は痕跡を認めることができない。

＜湯涌温泉の復元氷室＞　湯涌温泉観光協会が，昭和62年に金沢市の湯涌温泉の玉泉湖畔に

氷室（図１（a））を復元して以降，実際に冬期間の雪を貯蔵し，６月30日の氷室開き，７月１

日の氷室の日の県知事と市長への雪氷を献上するイベントを継続して行っている。このように

20年以上の長期間にわたって継続して雪貯蔵と氷室の運営を実際に行う例は，全国的にも貴重

なものといえる。湯涌温泉の復元氷室は，2間4間の金沢城玉泉院丸氷室の大きさを参考に作ら

れ，地下はコンクリート構造の穴蔵である。穴の上部に切り妻作りの素朴な藁葺きであった初

代氷室（昭和62年から平成14年使用，玉泉院湖畔，図１（a）：金沢24）と立派な茅葺きの２

代目氷室（平成15年から使用，薬師寺境内，図1（b）：金沢25）が復元された。初代の氷室

が敷地問題のトラブル等で使用ができなくなり，薬師寺の境内に２代目を新たに復元すること

になった経緯がある。そのため，初代と２代目の氷室は立地の制限や違いで氷室の大きさや日

当たり等が異なり，貯雪能力に差異が生じているようである。なお，この湯涌温泉周辺地域に

は，過去に氷室がいくつか営まれていたと伝えられるが，詳細は不明である。

３－２　加賀地区（金沢以南）

＜加賀市域＞　加賀市域（大聖寺･旧江沼郡）では，大正14年で登録雪貯蔵業者が最盛期の

27となっている5）。今回の調査では，氷室の分布をみると，大聖寺藩の城下町であった大聖寺

地区に５，海岸や柴山潟の周辺に位置する橋立･片山津地区に８，温泉や保養施設のある山代･

山中地区に10の，計23件の氷室（雪室）が確認できた。

大聖寺地区では，加賀市史に触れられている小野坂の氷室（加賀１）が有名であったようで，

氷室の日にこの氷室の貯蔵雪が売りに出されていた36）。使用時期は不明だが，明治大正期と考

えられる。所在位置は，大聖寺から畑町に上がる道のそばで現在のトンネルの手前の道路が大

きくカーブする場所にあった。現況は，道路端の崖上の畑地になっていて，残念ながら痕跡は

確認できなかった。

大聖寺の城山である錦城山の西側に位置する荻生町の稲荷神社境内に，氷室（加賀２）が残

っている（図４（a））。神社拝殿の右後方にあり，崖際に７ｍ×５ｍ×４ｍの土坑が現存して

いる。使用時期は明治大正期と思われる。
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大聖寺神明町にある本光寺には，隣の宗寿寺との境界の崖下に氷室（加賀３）が営まれてい

た。奈良諦順住職の話では37），明治時代から近くの魚町の魚屋と契約書を交わしてこの氷室が

営まれていたという。広さは10畳くらいで，かなり深かった。昭和40年代に埋め戻され，現在

は崖地下に段があるだけである。また，吸坂町の崖上に氷室（加賀４）があったとされるが，

正確な位置を確認できなかった。

橋立･片山津地区には，海岸に近い橋立に３カ所，塩浜町に１カ所，伊切町に１カ所あり，

また柴山潟に面した片山津の山林に１カ所，動橋の北の打越に２カ所あったとの情報が寄せら

れた。

橋立町在住の酒谷江美子さんの話では38），橋立港の西側の橋立町にある丘陵先端部に氷室

（雪穴と呼ばれていた：加賀５）が大正中頃から祖父によって営まれ，その貯蔵雪を橋立の魚

屋さんが魚の冷蔵に用いていた。この雪穴（橋立町雪穴）は民家の裏の山の上に位置し，雪穴

に行くのにはしごを使って登り降りしていた。現在も土坑が残っているという。また，橋立の

小学校が位置する丘陵と，出水神社の境内にも氷室（雪穴）があったという。小学校の丘陵の

氷室（加賀６）はグランド造成で消滅したという。しかし，出水神社境内の雪穴（加賀７）は，

拝殿の右後方の崖際に径７ｍ深さ５ｍのすり鉢状の土坑が現存していた（図４（b））。

橋立港地区から東側に隣接する位置にある塩浜町の集落には，地元の塩田健一氏の話では39），

砂地の場所に設けられた半地下式の防空壕のようなコンクリート製の氷室（加賀８）が営まれ，

浜から揚がる魚の冷蔵用に昭和初期に営まれたという。残念ながら，最近壊されて民家の畑地に

なっている。また，伊切町にあった伊切浜の氷室（加賀９）は，現在の北陸道片山津インター付

近に位置したとされるが，詳細は不明である。

片山津の氷室（加賀10）は，竹井･神田によって2006・2007年に調査され，片山津温泉街の

西側の丘陵の竹野坂と呼ばれる谷筋に設けられていたことが確認された6）。この氷室（図２

（b））は７ｍ×10ｍの規模の長方形で，谷下側に堤と出入り口を設けている構造は，金沢月浦

氷室（金沢23）と同型である。穴の現況は，危険防止のため廃材で埋め戻されて１ｍくらいの

深さしかないが，谷下側の堤の様子がよく判別できる。所有者の坂口富子･岡田修三さんの話

によると40），大正昭和初期に坂口魚店によってこの氷室（雪穴と呼ばれていた）は営まれ，貯

蔵雪は魚の冷蔵に用いられていた。また，橋立から安宅･今江潟･柴山潟を経由して運ばれた魚
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図４ （a）加賀市荻生町の稲荷神社拝殿右後方の氷室跡（加賀２，N36°18′32″E136°17′53″），縦７m×横４
m×深さ４mの素堀の穴，（b）加賀市橋立町の出水神社拝殿右後方の雪穴跡（加賀７，N36°20′53″
E136°18′36″），径７m深さ５mのすり鉢状の素堀の穴が残っている。
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を雪穴の貯蔵雪で冷蔵して，温泉電軌の電車と動橋駅経由で国鉄を用いて関西方面に出荷して

いたという6）。

動橋駅の北東に位置する打越町の氷室は，２カ所あり，新潟大学の和泉薫氏によって聞き取

り調査がされた41）。これらの氷室は雪穴と呼ばれていた。一つ（加賀11）は組合の運営で，貯

蔵雪は熱冷まし用や料理屋に販売され，もう１つ（加賀12）は魚屋さんの運営で，魚の冷蔵に

用いられた。打越集落は小高い丘の上にあり，それぞれの雪穴は丘陵の東端崖上と南西端斜面

中腹に営まれていた。現況は，畑地と宅地になっていて，痕跡は認められない。

山代･山中地区の氷室（雪穴と呼ばれていた）は，山代地区に６カ所，山中地区に４カ所の

情報が寄せられた。

山代地区では，温泉街の東側にある丘陵に氷室が５カ所集中して営まれた。この中で，べに

や旅館が所有している２カ所の氷室（加賀13，14）が穴を確認できるが，危険防止のため落ち

葉や切り木が詰められている。べにや旅館の氷室は，旅館が現在地に移ってきたときに設けら

れたもののようで，昭和期の比較的新しい自家用のものと思われる。丘陵の南端にある万松園

には，山代温泉在住の西山外茂子さんと小松魚店の谷本和江さんの話によると43），藤沢（加賀

15）と紋谷（加賀16）の２つの雪穴があったという。藤沢の雪穴は昭和31年まで営まれたよう

で，魚屋への納入や一般の熱冷ましなどに用いられていたという。万松園の東側崖際に雪穴の

ものと思われる崩れたくぼみが認められる。また，丘陵の北西端の旧春日神社境内にも雪穴

（加賀17）があった。明治－昭和初期に営まれた仕出し屋（現在寿司屋の平八）の娘さんだっ

た山下シヅ枝さんの話では42），この雪穴は，旅館へ提供する料理の魚などの生ものの冷蔵用に

貯蔵雪を使うため，祖父と父親が土地を借りて自家用に営んだものだという。昭和の早い時期

には冷蔵庫の導入で使用しなくなった。地元の人の話では，広さ10畳深さ３ｍ，藁屋根葺きの

廃屋が昭和30年代まで残っていたという。この旧春日神社境内の氷室は，神社の移転とホテル

雄山閣の造成によって消滅している。これら春日神社と万松園の雪穴については，｢やましろ

街事典｣にも触れてある44）。なお，山代温泉の東に位置する上野町丸山団地裏の丘陵にも昭和

20年代まで氷室（３間×２間×深さ1.5間：加賀18）があったが，介護施設の造成で痕跡は残

っていない（田島昭夫氏の情報提供）。

山中地区の氷室は，菅谷町の２カ所（加賀19，20）と栢野町の２カ所（加賀21，22）が，

2009年に刊行された「大聖寺川上流域の歴史」45）に記載されている（中谷宇吉郎雪の科学館

友の会の田中政次氏の情報提供）。これらの氷室（雪穴と呼ばれていた）は，菅谷では昭和16

年頃から昭和35年まで，栢野町では大正12年から昭和30年代後半まで営まれていた。主に山中

温泉の旅館や料亭などの冷蔵庫用に，貯蔵雪を供給していたが，電気冷蔵庫の普及で廃業する

ことになった。

地域おこしの一環で，平成15年に大聖寺の街中のシンボルとして時鐘堂が再建されたときに，

その建物の下部にコンクリート造りの氷室（加賀23）が設けられた。竣工を記念して雪貯蔵の

イベントが行われたが，残念ながら氷室としての貯雪能力は十分ではなかったようである。

３－３　能登地区

＜七尾市域＞　七尾･旧鹿島郡では，大正14年で登録雪貯蔵業者が最盛期の７となっている。
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七尾地区の氷室については，昭和59年の「七尾の地方史」第17号に記載されている木村良一

「明照館と氷室跡」に，５カ所の氷室の存在が触れられている46）。①七尾市江泊町の日室とい

う部落に大きな氷室（七尾１）の跡が残っているという。江泊漁港の魚の冷蔵のために利用さ

れたらしいとの言及があるが，詳細不明である。日室は「日室の鎌まつり」で有名だが，定住

者の減少で現在はほぼ廃村状態になっている。現況等を確認ができなかった。②七尾の小丸山

城にある角力場の位置が，もと氷室跡（七尾２）だったという。付近の魚町の魚屋に貯蔵雪を

供給していたらしい。③「和倉小学校前にも昭和になってからもかなり遅い時期まで氷小屋，

氷室があった」とある。「氷小屋または氷室」と呼ばれていたらしい。この氷室（七尾３）は，

池上の論文で「端村」の雪室として集計されているものであろう。詳細不明。④「万行町の清

右衛門の別宅万清園の一画にも氷室氷小屋があった」とある（七尾４）。⑤矢田町の通称明照

館の森の一角に氷室があったという。この矢田明照館氷室（七尾５）に関しては，七尾市教育

委員会文化課が測量した実測図が，この木村氏の論文に掲載されている。堤を巡らせて作った

内部21ｍ×12.2ｍ×3.1ｍの長方形のプールのような氷室である。堤の２カ所に出入り口が設け

られている。作事町の魚問屋の所有で，魚の冷蔵用に用いられ，「魚箱にこの天然氷がつめら

れて貨車に積送されたと聞いた」とあるので，この氷室の貯蔵雪は七尾港に陸揚げされた鮮魚

を矢田新駅や七尾駅から輸送するのに用いられたものと考えられる。明治大正期に営まれてい

た。昭和58年ごろの宅地開発で消失したようである。

＜その他＞　旧羽咋郡では，大正３年から７年にかけて登録雪貯蔵業者が３となっている5）。

羽咋市史に，宝塚から出土した「土面の裏面に「石川県羽咋郡羽咋町字稲荷山宝塚ヨリ明治四

十一年六月雪野蔵ノ為掘鑿セシ処ヨリ発見　古川晃吉」の張り紙がある」との記載がある47）。

羽咋市の羽咋宝塚古墳に氷室（雪野蔵と呼んでいたらしい：羽咋１）を設けようとしたらしい。

現況は｢宝塚（稲荷山）｣と呼ばれ，丘の頂部に墓があり，氷室としての痕跡は確認できない。

詳細不明である。

４．まとめ

石川県では，石川県統計書によると大正14年時点で112の雪氷営業の登録雪貯蔵業者がいた

ことが確認できる5）。１業者が複数の氷室（雪室）を運営していたり，異なる時代･期間の使

用例や私的なものもあったと考えられるので，石川県で使用された氷室（雪室）の数は百カ所

を大きく超えるものと考えられる。ここにリストで記載された63件は，その一部にすぎない。

石川県で営まれたはずの氷室（雪室）は，存在自体が多くは不明であり，文献や聞き取り調査

での手がかりをもとにリストに掲載したものであっても，現地調査で確認できる痕跡を残して

いるものは数えるほどしかない。

聞き取り調査では，幼い頃の貯蔵雪の体験を，ある方は熱冷ましの藁が紛れ込んだ氷片の情

景として，またある方は氷室（雪室）にもぐり込んで雪をかじった思い出として語っていただ

いた。しかし，実際に運営に携わった方々の証言はほぼ望むべくもなく，間接的な伝聞さえも

貴重なものとなりつつある。石川県の氷室（雪室）の実態を解明する目的で，現時点での石川

県に存在した氷室（雪室）の判明分を追加再整理して本リストを作成した。このような過去の

雪氷利用の実態解明は，石川県における資源としての雪氷の利用を考える上で，ひとつの有用
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な参考情報となると思われる。本リストの不備な部分がさらに加除訂正されて，石川県の雪氷

利用の実態解明に資することを願っている。
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この研究は，経費の一部を2007（平成19）年度および2008（平成20）年度の北陸大学特別研

究助成金の交付を受けて行われた。
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羽咋郡羽咋町字稲荷山宝塚ヨリ明治四十一年六月雪野蔵ノ為掘鑿セシ処ヨリ発見　古川晃吉」の
張り紙があり，･･･」）

竹井　巖，神田健三，小川弘司16

124 ■ 戻る ■




